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 このスライドでは、学問のすすめの⽂節で⻄洋に関連する節が多くありそれについて詳し 
 く調べあげた。この部分を選んだ理由としては、当時⾃分が知らなかった⽇本と⻄洋を学 
 問のすすめを通して⼤まかなに理解でき、もっとこの関係について調べようと思ったのが 
 この部分の理由である。 
  当時の⻄洋と明治維新後間もない⽇本を⽐べてみることで、政治体制から⼈格の形成ま 
 で、幅広い視点から福沢が⽇本に⾜りない部分を伝えることでわかりやすく受け⼊れられ 
 る。福沢による⻄洋の⾒解と⽇本の成⻑のためには、学問を志すこと。このためには、⻄ 
 洋を知り⼀⾝の独⽴をすることで⼀国の独⽴ができる。 
  ⾃分が学問のすすめの⽂節をいくつかとり挙げ、⾃分独⾃の⻄洋の調べその説について 
 ⾃分が思うことを述べた。 
  調べあげ、福沢は⻄洋に⾮常に精通しておりそのほかアメリカ、⽂化、産業の発展など 
 も理解し、学問のすすめにおいての「天理⼈道」と結びつけ考えられていたことがわかっ 
 た。その他にも、戦国時代の⽇本とフランスとプロシアの戦争を⽐べそれぞれの勝因と敗 
 因は独⽴気概、⼀⾝の独⽴に関係していることを述べていたことがわかった。福沢が⽇本 
 と外国を⽐較する理由では、⼈間の品格を⾼め学問の知恵を外国と競いあうことで、⽇本 
 の地位を⾼めることを⽬指していたことがわかる。 
  この調べで思うことは、⻄洋と⽐較し学問の⼤切さを強調することで⽇本国⺠が政府に 
 対する⾏いを学問のすすめで多くの⼈に伝え、国⺠の気⾵や独⽴の気概を守ることで現代 
 の⽇本が福沢の思想そのものになったと思いました。 


